
ポストコロナ社会で私たちが出来ることを考える                          

特定非営利活動法人ポトスの部屋 代表 山田ちづ子 

 

Ⅰ 団体概要 

１．名称 特定非営利活動法人 ポトスの部屋 

２．所在地 名古屋市熱田区切戸町3-105 

３．略歴 

 2011年11月  フリースペース「ポトスの部屋」開所 

 2012年 7月  無料学習支援教室「学び場」（通称高校へ行こう会）開設 

 同年  12月  みなと医療生活協働組合との協働事業として開始 

 2015年 7月 「名古屋市ひとり親家庭の中学生の学習サポートモデル事業」の委託事業に参画 

～2016年6月 

   2016年 4月  特定非営利活動法人を取得  

 

Ⅱ 「ポトスの部屋」の成り立ちと現在の活動の実施状況 

１．成り立ち 

2008年に発生したリーマンショックの余波を受け、2009年5月家業の鉄工所の閉鎖を余儀なくされました。

なんとか工場は手放ずにすんだので、工場の事務所だった場所で何をしようかいろいろ悩みました。 

そこで、４人の協力者を得て、2011年11月に不登校や引きこもりの子ども・若者を対象に居場所の提供を

しようとフリースペース「ポトスの部屋」を開所しました。 

   フリースペースを開所して、親御さんからの相談はありましたが、子どもが来なくて開店休業状態でした。そ

んな時、知人の生活保護のケースワーカーから「生活保護家庭の中学生を対象に学習支援活動が全国で広がって

いる。やってみないか。」と提案され、協力者と相談し、2012年7月に無料学習支援教室「学び場」（通称高校に

行こう会）を開きました。子どもたちを紹介してもらうため、近隣の区役所の民生子ども課の生活保護係に行き

ました。 

  

２．ポトスの部屋の事業 

 ３．支援の対象者 

 ４．支援の依頼はどこから 

 ５．各方面からの支援 

 ６．ポトス便りの発行 

 ７．活動の３つのキーワード 

 ８．ポトスの部屋の３つの行事 

 ９．コロナ禍の中 模索しながらの活動 

 10．全国一斉休校 

 11．緊急事態宣言の発出 

 12．ポトスの部屋のコロナ対策 

 13．学校の再開 

 14．コロナを通して見えてきたもの 
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